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製
作
に
つ
い
て
講
義
、
ダ
ク
ト
の
寸

法
は
ダ
ク
ト
の
内
の
り
の
寸
法
を

言
い
、
角
の
継
ぎ
目
は
二
カ
所
以

上
と
す
る
こ
と
や
、
長
辺
が
４
５
０

ｍ
を
越
え
保
温
を
施
さ
な
い
ダ
ク

ト
に
は
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ブ
レ
ー
キ
又

は
補
強
リ
ブ
を
入
れ
る
な
ど
の
講
義

を
行
い
午
前
の
授
業
を
終
わ
っ
た
。

午
後
は
積
算
に
つ
い
て
昭
和
支

部
の
川
村
氏
が
講
義
、
工
事
費
に

つ
い
て
は
直
接
工
事
費
・
共
通
仮

設
費
・
諸
経
費
に
大
別
さ
れ
る
。

積
算
の
方
法
は
必
要
書
類
の
準
備
、

工
事
内
容
の
把
握
、
数
量
の
拾
い

出
し
、
数
量
の
集
計
、
単
価
の
調

査
な
ど
を
行
い
直
接
工
事
費
の
集

計
を
行
い
、
そ
れ
に
共
通
仮
設
費

や
諸
経
費
を
加
え
て
工
事
費
を
決

定
す
る
。
テ
キ
ス
ト
の
具
体
例
を

参
考
に
計
算
を
行
っ
た
。

講
義
終
了
後
は
展
開
図
法
を
石

浜
委
員
長
の
講
義
で
方
眼
紙
を
使

い
１
／
、
の
サ
イ
ズ
に
展
開
図
を

書
き
裁
断
し
た
物
を
糊
や
セ
ロ
テ
ー

プ
を
使
い
模
型
状
に
組
み
立
て
た
。

熱
心
の
あ
ま
り
時
間
の
過
ぎ
る
の

を
す
っ
か
り
忘
れ
て
し
ま
い
終
了

し
た
の
は
五
時
三
十
分
を
廻
っ
て

い
た
。
終
了
ま
で
に
出
来
な
か
っ

た
異
口
径
地
平
台
形
は
宿
題
で
三

日
の
第
二
回
目
講
習
に
持
っ
て
く

る
こ
と
に
な
っ
た
。

十
月
三
日
の
二
回
目
講
習
に
は

欠
席
者
が
多
数
出
て
六
名
の
受
講

者
で
角
丸
ダ
ク
ト
と
異
口
径
曲
が

り
の
展
開
と
製
作
を
勉
強
し
た
。

以
上
鷲
見

雲蕊
▲熱心な受講生

厨
房
・
空
調
委
員
会
（
石
浜
陽

夫
委
員
長
）
で
は
今
年
度
の
事
業

計
画
で
あ
る
ダ
ク
ト
の
展
開
図
法

の
講
習
会
を
行
っ
た
。

二
日
間
の
講
習
に
は
十
四
名
の

受
講
者
が
応
募
し
て
、
一
回
目
の

講
習
会
を
九
月
十
九
日
（
日
）
午

前
九
時
三
十
分
か
ら
県
板
三
階
会

議
室
で
行
っ
た
。

理
事
長
の
挨
拶
に
続
い
て
石
浜

委
員
長
が
ダ
ク
ト
講
習
会
は
過
去

二
回
行
っ
て
い
る
が
先
回
は
平
成

元
年
二
月
に
行
い
十
一
年
ぶ
り
の

開
催
で
あ
る
。
皆
さ
ん
は
本
格
的

な
ダ
ク
ト
は
施
工
し
な
い
が
、
台

所
の
天
蓋
な
ど
は
施
工
し
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
不
況
の
折
り
、
も

蕊
講
義
を
す
る

石
浜
厨
房
・
空
調
委
員
長

溌
灘
灘
鐙
饗
擬
綴
識
総
漏
識
鍵
慧
慧
準

ゴ
、
■
Ｆ
可
０
割
、
Ｊ
Ｔ
０
団
ｈ
Ｆ
ｖ
１
己
、
グ
ー
１
コ
、
■
〃
９
０
コ
、
凸
グ
ー
ｈ
“
Ｒ
Ｂ
ｐ
１
ｈ
旬
、
凸
Ｆ
Ｒ
ｈ
側
旬
日
″
１
０
『
⑤
Ｌ
び
り
６
４
㎡
も
一
〃
９
，
４
㎡
ｌ
Ｆ
Ｕ
△
４
㎡
、
一
〃
ｑ
凪
刈
ゴ
、
一
〃
Ｔ
ｏ
４
写
弛
■
″
ｑ
’
ず
。

育児休業の期間
休
業
で
、
最
高
３
ヶ
月
が
限
度

と
な
る
。

◎
育
児
休
業
制
度
に
つ
い
て

育
児
休
業
を
取
得
で
き
る
労
働

者
の
範
囲
は
、
生
後
又
は
一
歳
に

満
た
な
い
子
を
養
育
す
る
労
働
者

で
あ
れ
ば
、
性
別
、
職
務
上
の
地

位
な
ど
に
拘
ら
ず
、
育
児
休
業
を

す
る
こ
と
が
出
来
る
。

一
般
的
に
夫
婦
間
の
育
児
に
関

す
る
責
任
が
、
女
性
側
に
か
た
よ
っ

て
い
る
が
、
男
性
に
も
適
用
さ
れ

る
。
こ
れ
ら
の
申
請
に
あ
た
っ
て

は
、
事
業
主
は
育
児
休
業
の
申
出

を
拒
否
す
る
事
は
出
来
な
い
事
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

※
介
護
休
業
及
び
育
児
休
業
を
請

求
し
た
従
業
員
に
対
し
、
次
の
制

裁
を
課
し
て
は
な
ら
な
い
事
と
な
っ

て
い
る
の
で
、
充
分
な
配
慮
を
望

む
処
で
す
。
先
づ
有
給
休
暇
の
取

得
、
賞
与
の
算
定
な
ど
を
含
め
、

対
象
期
間
（
日
数
）
の
削
減
な
ど

従
業
員
に
不
利
益
に
な
ら
な
い
様
、

日
常
の
労
務
管
理
が
必
然
的
に
求

め
ら
れ
る
事
で
し
ょ
う
。

次
号
は
保
険
料
及
び
助
成
金
の

仕
組
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
／
・
沼
津

柿拳態1''二、

内焼穂I:zね
、
法
制
化
さ
れ
た

》
育
児
休
業

う
一
歩
踏
み
込
ん
で
排
気
ダ
ク
ト

の
見
積
も
り
や
展
開
を
勉
強
し
て

受
注
し
売
り
上
げ
を
伸
ば
せ
れ
ば

と
挨
拶
さ
れ
た
。

午
前
は
一
時
限
目
を
厨
房
空
調

委
員
の
加
藤
氏
（
岡
崎
）
が
ダ
ク
ト

や
フ
ー
ド
の
種
類
と
製
作
に
使
用

す
る
材
料
と
付
属
品
に
つ
い
て
講

義
。
厨
房
に
用
い
る
ダ
ク
ト
は
内
部

の
気
流
が
最
大
で
十
五
ｍ
／
秒
の

低
速
ダ
ク
ト
で
あ
る
。
ま
た
場
所

に
よ
り
防
火
ダ
ン
パ
ー
や
風
量
ダ

ン
パ
ー
を
取
り
付
け
る
こ
と
も
必
要

で
あ
る
と
解
説
さ
れ
た
。
二
時
限

目
は
知
多
の
二
村
氏
が
ダ
ク
ト
の
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／一、

介護休業の回数は を
説
明
致
し
ま
す
。

一
、
負
傷
、
疾
病
又
は
身
体
上
、

も
し
く
は
障
害
に
よ
り
、
２
週

間
以
上
に
わ
た
り
、
常
時
介
護

（
歩
行
、
排
池
、
食
事
等
の
日

常
の
生
活
に
必
要
な
便
宜
を
供

与
す
る
こ
と
）
を
必
要
と
す
る

状
態
に
あ
る
家
族
、
（
家
族
と

は
Ａ
、
Ｂ
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
）
を
介
護
す
る
た
め
の
休

業
で
あ
る
こ
と
。

㈲
従
業
員
の
「
配
偶
者
」

「
父
母
」
「
子
」
「
配
偶
者
の

父
母
」

⑧
従
業
員
と
同
居
し
、
か
つ

扶
養
し
て
い
る
「
祖
父
母
」

「
兄
弟
姉
妹
」
「
孫
」

二
、
従
業
員
が
そ
の
期
間
の
初
日

及
び
、
末
日
と
す
る
日
を
明
ら

か
に
し
、
事
業
主
に
申
出
を
行

い
、
こ
れ
に
よ
っ
て
従
業
員
が

実
際
に
取
得
し
た
休
業
で
あ
る

こ
と
。

三
、
同
一
の
家
族
に
つ
い
て
、
は

じ
め
て
取
得
す
る
一
回
の
介
護

最
近
、
俄
か
に
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
さ
れ
、
話
題
と
な
っ
て
い
る
介

護
休
業
制
度
並
び
、
既
に
実
施
さ

れ
て
い
る
育
児
休
業
制
度
が
、
条

文
化
さ
れ
Ⅲ
人
以
上
の
従
業
員
を

雇
用
し
て
い
る
事
業
所
に
あ
っ
て

は
、
就
業
規
則
の
改
定
に
よ
り
、

直
ち
に
変
更
届
を
最
寄
り
の
労
基

署
に
届
出
る
よ
う
お
知
ら
せ
致
し

ま
す
と
共
に
こ
れ
ら
の
規
定
は
加

入
以
下
の
事
業
所
に
も
適
用
さ
れ

る
の
で
届
出
る
必
要
は
な
い
が
、

作
成
し
保
管
し
連
用
す
る
事
が
望

ま
し
い
。
一
方
そ
れ
ぞ
れ
の
制
度

に
よ
っ
て
は
休
業
給
付
及
び
、
制

度
を
積
極
的
に
採
用
し
た
事
業
所

に
あ
っ
て
は
、
助
成
金
の
制
度
も

あ
り
ま
す
の
で
、
管
轄
の
職
業
安

定
所
へ
、
又
政
管
健
保
加
入
事
業

所
の
方
々
は
管
轄
の
社
会
保
険
事

務
所
へ
、
更
に
組
合
員
に
あ
っ
て

は
県
板
事
務
局
へ
お
尋
ね
下
さ
い
。

◎
介
護
休
業
制
度
の
運
用
に
つ
い

て
は
、
来
年
４
月
よ
り
本
格
的
に

実
施
さ
れ
ま
す
の
で
簡
単
に
概
要
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豊
田
加
茂
建
設
連
合
協
同
組
合
主
催
一

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
に
於
い
て
一

九
月
五
日
（
日
）
こ
の
日
は
朝

か
ら
晴
天
に
恵
ま
れ
、
毎
年
恒
例

の
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
が
、
愛
知
県

板
金
工
業
組
合
、
全
板
国
保
組
合

愛
知
支
部
の
共
催
に
よ
り
豊
山
町

の
わ
く
わ
く
ポ
ウ
ル
に
て
開
催
さ

れ
、
総
勢
一
三
六
名
の
組
合
員
及

び
家
族
の
方
々
が
参
加
し
、
ホ
ー

ル
を
埋
め
尽
く
し
た
。

午
前
十
時
半
、
少
々
遅
れ
て
開

会
式
が
始
ま
り
、
ま
ず
細
野
清
尾

張
連
合
会
会
長
の
開
会
の
挨
拶
、

次
に
村
上
章
理
事
長
が
挨
拶
さ
れ
、

皆
が
見
守
る
中
、
始
球
式
が
行
わ

れ
、
一
斉
に
ス
タ
ー
ト
と
な
り
、

そ
れ
ま
で
静
か
だ
っ
た
レ
ー
ン
が

一
瞬
に
し
て
賑
や
か
に
な
っ
た
。

ル
ー
ル
は
例
年
同
捧
晦
各
自
二
ゲ
ー

ム
投
げ
、
ト
ー
タ
ル
の
合
計
に
よ

り
順
位
が
決
ま
る
。
年
輩
者
の
方
々

は
、
一
ゲ
ー
ム
目
は
高
ス
コ
ア
を

出
す
の
で
す
が
二
ゲ
ー
ム
に
疲
れ

の
せ
い
か
ス
コ
ア
も
伸
び
悩
み
、

悔
し
い
思
い
を
し
て
い
た
反
面
、

若
い
人
達
は
尻
上
り
に
調
子
を
上

げ
て
い
た
よ
う
だ
。
約
一
時
間
程

で
、
す
べ
て
の
方
が
ゲ
ー
ム
を
終

え
、
続
い
て
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
，

十
位
以
内
入
賞
者
が
発
表
さ
れ
、

続
い
て
ほ
と
ん
ど
の
方
が
期
待
し

て
い
る
飛
び
賞
が
発
表
さ
れ
た
。

今
年
も
下
一
ケ
タ
が
、
０
番
、
５

番
が
該
当
者
で
、
名
前
が
読
み
上

げ
ら
れ
る
た
び
に
歓
声
が
上
が
っ

、

目

〃

図１３

９，
－～

汀

ｇ
と
、
距
離
Ｊ
の
モ
ー
メ
ン
ト
ｇ

Ｊ
の
集
合
し
た
も
の
（
積
分
）
が

梁
に
Ａ
支
点
の
右
廻
り
の
モ
ー
メ
ン

ト
Ｐ
Ｌ
と
し
て
現
わ
れ
る
が
梁
は

そ
れ
に
対
す
る
反
力
と
し
て
左
廻

り
の
モ
ー
メ
ン
ト
を
作
る
。
も
し
梁

の
成
（
せ
い
・
高
さ
）
が
２
倍
で
、

長
さ
・
幅
が
同
じ
梁
の
破
壊
す
る

時
の
角
度
８
を
１
倍
の
梁
と
比
べ

る
と
、
表
面
の
最
大
圧
縮
応
力
度
、

最
大
引
張
応
力
度
を
邸
と
す
る
と

Ｔ
Ａ
Ｎ
８
Ｉ
師
ｇ
ｍ
・
一
．
Ｊ
（
梁
の

成
が
２
倍
の
Ｊ
は
１
倍
の
Ｊ
よ
り

２
倍
）
で
、
８
は
半
分
程
度
小
さ

く
な
る
。
つ
ま
り
２
倍
の
成
の
梁

は
１
倍
の
成
の
梁
よ
り
少
な
い
曲

が
り
で
破
壊
す
る
。
ま
た
成
が
２

倍
の
梁
の
破
壊
に
要
す
る
力
は
１

倍
の
成
の
梁
と
比
べ
る
と
、
Ｊ
が
２

倍
、
ｇ
Ｊ
の
数
が
２
倍
の
４
倍
と

な
り
角
度
８
が
同
じ
な
ら
ｇ
も
２

倍
と
な
り
８
倍
と
な
る
。
小
口
が

２
対
１
の
長
方
形
の
梁
の
成
を
大

き
い
方
に
し
た
方
が
２
倍
の
破
壊

力
に
耐
え
ら
れ
る
。
（
幅
は
兇
）
。

西
尾
大
橋

Ｌ
｜
図

て
い
た
・

最
後
に
、
今
回
開
催
の
運
営
、

準
備
に
あ
た
ら
れ
た
役
員
の
方
々

御
苦
労
さ
ま
で
し
た
。
ま
た
来
年

も
楽
し
く
開
催
さ
れ
る
よ
う
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

了コス

優
勝
野
下
昭
（
春
日
井
）
弧

二
位
増
田
力
（
春
日
井
）
師

三
位
田
口
鈴
治
（
小
牧
）
狐

四
位
杉
本
和
彦
狐

五
位
前
田
泰
宏
伽

六
位
小
坂
孝
史
剛

七
位
小
川
勝
也
畑

八
位
富
本
育
三
郡

九
位
安
江
良
三
班

十
位
河
野
稔
皿

敬
称
略

津
島
猪
飼 ||llllI左から細野会長・２位増田・優勝野下・３位田口

、
、

Ｂ

|’
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禦瀞職謙譲簿蕊曇

く
～
ｊ
梁
の
曲
げ
モ
ー
メ
ン
ト
く
～
～

図'２

梁
に
か
か
る
力
に
は
他
に
圧
縮

力
、
引
張
力
、
勇
断
力
、
振
れ
が

あ
る
が
、
曲
げ
モ
ー
メ
ン
ト
（
回

転
力
）
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。
梁

に
力
が
か
か
る
と
梁
は
必
ず
曲
が

る
。
曲
が
る
事
に
よ
っ
て
、
力
に

対
し
て
の
反
力
を
生
み
出
す
。
図

１
の
梁
の
Ｂ
に
Ｐ
の
力
が
か
か
り

Ａ
支
点
か
ら
Ｂ
ま
で
の
距
離
を
Ｌ

と
す
る
と
Ａ
支
点
に
右
廻
り
で
Ｐ

Ｌ
の
モ
ー
メ
ン
ト
が
生
じ
る
。
Ａ

支
点
と
Ｂ
の
間
の
任
意
の
点
を
Ｃ

と
す
る
と
、
梁
に
力
が
か
か
ら
な

い
時
は
Ｂ
、
Ｃ
の
垂
直
線
は
平
行

（
８
は
ゼ
ロ
）
だ
が
、
力
が
加
わ

る
と
梁
は
曲
が
り
、
Ｂ
、
Ｃ
の
垂

直
線
は
交
わ
り
そ
の
角
度
を
８
と

す
る
（
図
２
）
。
梁
に
力
が
か
か
る

と
梁
の
上
部
に
は
圧
縮
力
、
中
央

部
は
ゼ
ロ
、
下
部
に
は
引
張
力
が

か
か
る
が
そ
の
表
面
が
最
大
で
、

そ
の
梁
の
部
材
の
最
大
圧
縮
応
力

度
、
最
大
引
張
応
力
度
を
越
え
る

と
梁
は
破
壊
す
る
。
図
３
の
様
に

圧
縮
力
・
引
張
力
の
部
材
内
の
中

央
か
ら
任
意
の
距
離
の
点
の
反
力

愛

出
と
云
う
快
挙
を
成
し
遂
げ
意
気

揚
々
と
決
勝
戦
に
臨
む
事
と
な
り

ま
し
た
。

〈
い
ざ
決
勝
戦
〉
、
実
は
板
金

チ
ー
ム
、
ア
ル
コ
ー
ル
の
方
も
意

気
揚
々
と
な
っ
て
し
ま
い
４
試
合

目
と
言
う
こ
と
で
体
も
言
う
こ
と

を
聞
か
ず
（
オ
ジ
サ
ン
が
中
心
）

善
戦
空
し
く
敗
退
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
監
督
以
下
全
員

が
一
丸
と
な
っ
て
楽
し
く
勝
ち
取
っ

た
準
優
勝
は
大
変
価
値
の
あ
る
モ

ノ
だ
と
信
じ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
様
な
親
善

（
他
業
種
と
の
）
を
通
じ
て
業
界

全
体
で
発
展
成
長
出
来
る
よ
う
に

頑
張
っ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
今
大
会
を
運
営
の
方
々
、

本
当
に
ご
苦
労
様
で
し
た
。

豊
田
西
俣豊田支部ソフトボール大会参加メンバー
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こ
の
旅
行
で
、
私
が
一
番
楽
し

み
に
し
て
い
た
の
が
こ
の
オ
ー
ク
ラ

ン
ド
に
一
九
九
七
年
に
完
成
し
た

ス
カ
イ
タ
ワ
ー
（
写
真
２
）
。
地
上

三
二
八
ｍ
で
南
半
球
で
最
も
高
い
。

ち
な
み
に
世
界
一
は
カ
ナ
ダ
の
ト

ロ
ン
ト
に
あ
る
Ｎ
Ｃ
タ
ワ
ー
（
高

さ
は
忘
れ
た
が
、
五
○
○
ｍ
近
い
。
）

展
望
デ
ッ
キ
は
三
層
に
分
か
れ
、

最
上
層
が
ス
カ
イ
デ
ッ
キ
で
三
○

○
ｍ
の
位
置
に
あ
る
。
次
に
屋
外

展
望
デ
ッ
キ
。
下
に
あ
る
メ
イ
ン

デ
ッ
キ
に
は
オ
ー
デ
ィ
オ
ガ
イ
ト

と
い
う
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
が
あ
り
、
日

本
語
・
英
語
・
ド
イ
ツ
語
・
中
国

語
・
韓
国
語
が
選
べ
、
三
六
○
度

パ
ノ
ラ
マ
展
望
の
説
明
が
聞
け
る
。

メ
イ
ン
デ
ッ
キ
床
に
一
ｍ
角
の
大

き
さ
の
強
化
ガ
ラ
ス
を
族
め
込
み
、

下
が
の
ぞ
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。
東
西
南
北
に
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
に
違
っ
て
下
の
風
景
が
見
ら
れ

た
。
こ
の
ス
カ
イ
タ
ワ
ー
の
入
場

料
は
メ
イ
ン
デ
ッ
キ
ま
で
、
十
五

ド
ル
に
も
う
三
ド
ル
で
ス
カ
イ
デ
ッ

キ
に
上
が
れ
る
。
下
に
は
カ
ジ
ノ

に
ホ
テ
ル
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
が
あ
り
、
深
夜
ま
で
賑
わ
っ

て
い
る
。

以
前
、
カ
ナ
ダ
に
旅
行
し
た
時

に
Ｎ
Ｃ
タ
ワ
ー
に
も
上
っ
た
が
、

夜
も
遅
く
夜
景
は
と
て
も
き
れ
い

だ
っ
た
が
、
ど
こ
に
ど
ん
な
建
物

が
あ
る
の
か
、
ま
っ
た
く
分
か
ら

な
か
っ
た
。
高
い
タ
ワ
ー
に
上
る

時
は
日
の
高
い
内
に
上
り
た
か
っ

た
。
ス
カ
イ
タ
ワ
ー
に
は
、
夕
食
の

時
間
ま
で
二
時
間
近
く
あ
り
、
夕

前
回
は
「
花
の
紀
行
」
ば
か
り

で
し
た
の
で
、
今
回
は
他
の
面
か

ら
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
話
を
。

ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
・
ウ
ェ

リ
ン
ト
ン
・
ロ
ト
ル
ア
・
オ
ー
ク

ラ
ン
ド
の
四
都
市
を
回
っ
た
が
、

住
宅
の
屋
根
に
鉄
板
大
浪
葺
き
が

多
い
こ
と
。
郊
外
の
農
家
の
屋
根

は
す
べ
て
と
言
っ
て
よ
い
ほ
ど
。

町
中
，
の
バ
ス
停
に
も
葺
い
て
あ
る
。

切
妻
や
寄
せ
棟
部
分
が
、
鉄
板

を
へ
の
字
に
曲
げ
た
だ
け
で
は
な

く
、
交
点
が
Ｒ
に
な
っ
て
い
る
。

す
べ
て
こ
の
棟
が
施
工
し
て
あ
っ

た
。
他
の
屋
根
材
の
種
類
は
、
鉄

板
瓦
（
中
山
鋼
業
メ
タ
ル
ル
ー
フ

に
似
て
い
る
も
の
）
や
、
三
晃
金

属
が
国
内
販
売
し
て
い
る
鉄
板
瓦

（
写
真
１
）
。
こ
の
材
料
は
ニ
ュ
ー

議
尋し

写
真
１
鉄
板
瓦
の
屋
根

露
１
蕊
鵬
蝉
泌
龍
雌
ラ
鰯
ツ
鰯
膳
峰
霧
西
技
郡
耀
松
撒
癖
蕊
烈
灘

蕊

窯亨q醤輔年由
罫
幽 硬酪鐸R了欝溺弓一 星盟
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一
一

蝶

畠 占画

し
写
真
２
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
の
ス
カ
イ
タ
ワ
ー

（
高
さ
３
２
８
ｍ
）

な
る
と
木
工
品
や
陶
器
な
ど
を
売

る
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
出
る
。

ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
か
ら
飛

行
機
で
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
首
都

の
ウ
ェ
リ
ン
ト
ン
ヘ
・
年
間
を
通

じ
て
強
い
風
が
吹
く
た
め
、
愛
称

ウ
ィ
ン
デ
ィ
（
風
の
吹
く
）
・
ウ
ェ

リ
ン
ト
ン
。
ウ
ェ
リ
ン
ト
ン
か
ら

オ
ー
ク
ラ
ン
ド
ま
で
は
バ
ス
で
移

動
。
現
地
添
乗
員
（
女
性
）
は
長

距
離
夜
行
パ
ス
に
て
移
動
。
ち
ょ
っ

と
日
本
と
は
違
う
。

ウ
ェ
リ
ン
ト
ン
の
見
所
は
、
大

理
石
造
り
の
国
会
議
事
堂
一
だ
ろ
う
。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
政
府
代
表

と
テ
レ
ビ
に
映
る
建
物
。

ロ
ト
ル
ア
、
北
島
第
一
の
リ
ゾ
ー

ト
地
。
大
地
熱
地
帯
で
、
間
欠
泉

を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
火
山
現

象
が
見
ら
れ
る
。
温
泉
も
あ
り
、

水
着
で
入
れ
る
。
先
住
民
族
マ
オ

リ
の
文
化
的
遺
産
が
残
る
町
で
も

あ
る
。
「
ハ
カ
」
と
呼
ば
れ
る
戦

士
の
儀
式
を
組
み
合
わ
せ
た
シ
ョ
ー

一画榊輔一画闇

鐘織

ヴ
ォ
ン
川
が
流
れ
、
パ
ン

テ
ィ
ン
グ
と
い
う
小
舟
川

を
下
る
こ
と
が
楽
し
め
ま

す
。
一
番
の
見
所
は
、
大

聖
堂
教
会
の
バ
ー
ジ
ン
ロ
ー

ド
に
花
の
カ
ー
ペ
ッ
ト
が

フ
ラ
ワ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
開
催
中
に
見
ら
れ
ま
す
。

今
年
は
「
田
園
風
景
の
旅
」

を
テ
ー
マ
に
、
花
が
敷
き

つ
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
カ

ン
タ
ベ
リ
ー
大
学
が
移
転

後
の
校
舎
を
利
用
し
た
ア
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
。
十
棟
の

建
物
に
劇
場
や
ア
ー
ト
活

動
の
拠
点
と
し
て
幅
広
く

使
わ
れ
て
い
る
。
週
末
に

園
都
嚇
域
旅
篭
灘

を
ホ
テ
ル
で
見
せ
て
く
れ
る
。
ハ

カ
の
儀
式
は
ラ
グ
ビ
ー
チ
ー
ム
の

オ
ー
ル
。
ブ
ラ
ッ
ク
ス
が
試
合
前

の
踊
り
に
闘
志
を
高
め
て
試
合
に

の
ぞ
む
。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
最
大
の
都

市
、
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
ヘ
・
人
口
百

十
三
万
人
、
国
内
四
分
の
一
が
集

中
。
空
と
海
の
玄
関
口
で
「
帆
の

街
」
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
て
い
ま

す
。
ヨ
ッ
ト
と
は
切
っ
て
も
切
れ

な
い
。
五
軒
に
一
軒
は
ヨ
ッ
ト
を

持
っ
て
い
る
。
最
大
の
イ
ベ
ン
ト

が
一
九
九
九
年
～
二
○
○
○
年
に

行
わ
れ
る
ア
メ
リ
カ
ン
ズ
・
カ
ッ

プ
の
ヨ
ッ
ト
レ
ー
ス
。
長
い
歴
史

の
中
で
、
二
度
だ
け
ア
メ
リ
カ
以

外
が
優
勝
し
て
い
る
。
そ
の
内
一

回
が
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
、
前

回
優
勝
。
今
回
は
連
覇
を
め
ざ
し

て
燃
え
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
も
カ
ッ

プ
を
取
り
返
す
べ
く
頑
張
っ
て
い

る
。
我
ニ
ッ
ポ
ン
・
チ
ャ
レ
ン
ジ

も
ガ
ン
バ
レ
／
、

苫鋤￥

ク
シ
ー
に
乗
っ
て
あ
わ
て
て
山
里
電

日
没
ま
で
見
れ
た
。
オ
ー
ク
ラ
ン

ド
は
五
時
に
終
業
で
残
業
は
し
な

い
。
一
斉
に
帰
宅
、
市
内
は
交
通

渋
滞
と
な
る
。
六
時
を
過
ぎ
る
と

外
洋
に
向
か
う
ヨ
ッ
ト
が
見
え
た
。

ホ
テ
ル
そ
の
他
で
チ
ッ
プ
は
不

用
。
ホ
テ
ル
の
水
道
水
が
そ
の
ま

ま
飲
め
る
。
湯
沸
か
し
ポ
ッ
ト
が

あ
り
、
コ
ー
ヒ
ー
・
紅
茶
か
ら
日

本
茶
ま
で
あ
る
。
名
所
（
観
光
地
）

ト
イ
レ
は
す
べ
て
無
料
。
水
栓
の

ボ
タ
ン
を
押
す
と
、
大
通
の
水
が

勢
い
良
く
出
る
。
栓
が
壊
れ
た
と

思
う
位
。
イ
ギ
リ
ス
の
統
治
国
だ
っ

た
の
で
車
は
左
側
通
行
。
一
九
九

六
年
の
統
計
で
、
日
本
製
中
古
車

が
八
割
以
上
に
な
っ
て
い
る
と
か
。

中
古
車
と
は
五
年
か
ら
十
年
位
と

思
う
で
し
ょ
う
が
、
大
違
い
。
製

造
後
三
十
年
近
い
車
も
走
っ
て
い

た
。
私
が
二
十
代
の
こ
ろ
、
交
差

点
で
先
を
競
っ
て
走
っ
た
車
が
今

も
動
い
て
い
た
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
は
「
動
く
日
本
車
の
博
物
館
」

と
言
え
る
。
今
回
の
ツ
ア
ー
参
加

者
が
二
十
三
名
、
五
十
代
は
私
た

ち
。
残
り
は
六
十
代
後
半
、
一
人

八
十
二
歳
の
老
人
が
参
加
。
夫
婦

で
旅
行
を
と
お
思
い
の
方
、
ぜ
ひ

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
へ
・

私
も
今
回
行
け
な
か
っ
た
南
島

の
大
自
然
の
残
る
マ
ウ
ン
ト
ク
ッ

ク
や
ク
ィ
ー
ン
ズ
タ
ウ
ン
な
ど
も

回
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
よ
り
も
良
か
っ

た
と
言
う
人
も
い
ま
し
た
。

ぜ
ひ
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
へ
。

愛

鱗 ジ
ー
ラ
ン
ド
で
開
発
さ
れ
た
製
品

で
、
０
．
４
５
ミ
リ
の
亜
鉛
鉄
板

に
天
然
石
の
粒
が
、
接
着
さ
れ
た

も
の
。
他
に
ク
ボ
タ
の
パ
ラ
マ
ウ

ト
洋
瓦
の
よ
う
な
瓦
。
平
板
瓦
の

屋
根
も
有
り
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
に
は
折
版
や
立
平
葺
き
と
色
々

屋
根
材
が
有
る
。
我
々
板
金
業
者

が
施
工
で
き
る
屋
根
が
七
割
近
い
。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
移
住
し
て

も
仕
事
は
で
き
る
と
思
っ
た
が
、

新
築
中
の
現
場
を
見
る
こ
と
は
な

か
っ
た
。
人
口
三
百
八
十
九
万

人
で
は
新
築
す
る
住
宅
の
数
も
多

く
は
な
い
。

観
光
案
内
を
し
ま
す
。
ク
ラ
イ

ス
ト
チ
ャ
ー
チ
は
南
島
最
大
の
都

市
。
人
口
三
十
五
万
人
。
町
の
中

を
エ
イ
ヴ
ォ
ン
川
が
流
れ
、
パ
ン
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怖
心
を
忘
れ
ら
れ
な
い
母
の
思
い
が

解
る
の
だ
。
私
に
も
多
く
の
変
化

が
待
ち
受
け
て
い
た
。
転
校
、
そ
し

て
避
難
民
呼
ば
わ
り
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
子
供
で
あ
る
故
の
素
直
さ
が
、

子
供
同
士
を
ケ
ン
カ
さ
せ
て
い
た
。

あ
る
日
、
ケ
ン
カ
し
な
が
ら
職
員

室
の
前
を
走
り
抜
け
た
時
、
先
生

は
私
達
を
呼
び
と
め
雨
並
ば
せ
た
。

そ
し
て
ま
さ
に
上
等
な
パ
ン
チ
を
、

私
達
二
人
に
〃
平
等
に
″
浴
び
せ
た

の
だ
っ
た
。
理
由
も
聞
か
ず
に
で
あ

る
。
こ
の
と
き
の
先
生
の
顔
は
今

で
も
脳
裏
に
焼
き
つ
い
て
い
る
。
ケ

ン
カ
相
手
の
彼
と
は
最
初
の
友
人

愛 板 平成１１年１０月１５日（４）第３４３号

昭
和
支
部
８
日
常
会
辿
名

中
支
部

４
日
支
部
会
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー

ル
浩
養
園
９
名

瑞
穂
支
部

１
日
支
部
会
①
ア
ー
ク
溶

接
講
習
案
内
②
板
金

手
帳
購
入
申
込
受
付

③
名
古
屋
連
合
会
工
場

見
学
（
新
日
鉄
）
参
加

申
込
④
名
古
屋
職
人

展
に
つ
い
て

熱
田
南
支
部

肥
日
定
例
会
工
場
見
学
参

如
年
前
の
事
で
あ
る
。
私
は
小

学
２
年
生
、
多
く
の
人
が
同
じ
様

に
貧
し
く
、
誰
も
が
、
こ
れ
か
ら

「
良
く
な
る
ぞ
」
と
い
う
生
き
甲
斐

を
持
っ
て
い
た
時
代
だ
っ
た
気
が

し
ま
す
。
母
は
あ
の
日
以
来
、
台

風
が
来
る
度
に
、
庭
に
あ
る
も
の
、

一
扉
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
な
ど
、
舞
い
は
し

な
い
か
、
扉
が
ガ
タ
ガ
タ
し
な
い

か
と
、
重
し
を
の
せ
、
隙
間
に
新

聞
紙
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
の
切
れ
端
を

つ
め
込
む
の
で
あ
る
。
思
え
ば
、
借

家
で
は
あ
っ
た
け
れ
ど
も
屋
根
は

下
地
ご
と
飛
び
去
り
、
家
財
は
あ

ら
れ
も
な
く
す
べ
て
水
浸
し
。
恐

蕊

九
月
の
は
じ
め
、
紅
葉
に
は
少

し
早
い
と
思
い
な
が
ら
乗
鞍
へ
出

掛
け
る
事
に
し
た
。

今
回
は
乗
鞍
・
温
泉
・
味
覚
・

コ
ス
モ
ス
の
撮
影
が
目
的
で
あ
る
。

残
雪
の
中
を
行
く
春
の
乗
鞍
も
雄

大
で
素
晴
ら
し
い
が
、
秋
の
乗
鞍

は
澄
ん
だ
空
気
の
中
に
山
並
が
連

な
り
、
真
っ
赤
に
色
ず
い
た
「
な

な
か
ま
ど
」
の
実
が
青
空
に
溶
け

込
ん
で
山
好
き
に
は
何
と
も
言
い

が
た
い
魅
力
の
時
期
で
あ
る
。

そ
し
て
四
季
そ
れ
ぞ
れ
自
然
の

姿
に
変
わ
る
山
々
に
年
間
何
回
と

な
く
引
き
寄
せ
ら
れ
る
。

早
朝
五
時
前
に
自
宅
を
出
て
、

中
央
自
動
車
道
で
中
津
川
Ｉ
Ｃ
か

ら
付
知
町
、
加
子
母
村
、
下
呂
町
、

高
山
市
、
丹
生
川
村
、
平
湯
峠
を

経
て
乗
鞍
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
に
入
る
。

十
月
に
な
る
と
延
々
と
連
な
る
車

の
列
で
身
動
き
出
来
な
く
な
る
が

こ
の
時
期
、
紅
葉
に
は
一
ヶ
月
近

く
早
い
の
で
車
の
通
行
も
少
な
く
快

適
に
走
り
、
午
前
十
時
前
に
乗
鞍

ス
カ
イ
ラ
イ
ン
終
点
の
畳
平
駐
車

場
に
着
く
。
先
ず
は
乗
鞍
神
社
に

参
拝
し
て
紅
茶
と
ケ
ー
キ
で
テ
ィ
ー

タ
イ
ム
。
駐
車
場
裏
手
の
恵
比
寿

岳
（
二
八
三
一
ｍ
）
に
登
り
、
山
頂

の
空
気
に
溶
け
込
ん
で
雑
念
を
忘

れ
解
放
感
と
安
ら
ぎ
の
ひ
と
と
き

に
浸
る
。
こ
の
感
触
が
忘
れ
ら
れ

な
い
か
ら
ま
た
来
た
く
な
る
。
今
回

は
乗
鞍
剣
ヶ
峰
へ
登
る
の
を
パ
ス
し

９
月
各
支
部
の
動
き

謬
罫

経
済
効
果
の
波
及
は
抜
群
だ
と
か
。

平
湯
観
光
会
館
で
土
産
と
休
憩
の

あ
と
温
泉
浴
と
森
林
浴
が
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
の
「
ひ
ら
ゆ
の
森
」

で
二
回
目
の
温
泉
に
入
る
。

こ
こ
の
泉
質
も
白
骨
と
同
じ
乳

白
色
の
炭
酸
水
素
塩
。
神
経
痛
．

冷
え
性
・
皮
膚
病
に
効
能
が
あ
る
。

混
浴
で
無
い
の
が
無
念
？
だ
が
原

生
林
の
森
の
中
に
十
三
の
熱
い
桐
函

ぬ
る
い
湯
の
露
天
風
呂
、
岩
風
呂

が
点
在
し
て
太
陽
と
緑
と
湯
の
華

い
っ
ぱ
い
の
温
泉
に
大
満
足
。
平

湯
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
て
丹
生
川
村

「
朴
の
木
平
ス
キ
ー
場
」
の
ゲ
レ

ン
デ
一
面
に
咲
く
コ
ス
モ
ス
を
見

る
。
最
盛
期
に
は
す
ご
く
締
麗
だ

が
こ
の
時
期
五
分
咲
き
前
で
少
し

早
す
ぎ
た
。
い
つ
も
立
ち
寄
る
農

家
の
店
で
絶
対
に
う
ま
い
「
と
う

も
ろ
こ
し
と
ト
マ
ト
」
を
買
う
。

名
物
に
な
っ
た
高
山
ラ
ー
メ
ン
を

食
べ
、
市
内
か
ら
せ
せ
ら
ぎ
街
道

を
経
て
東
海
北
陸
自
動
車
道
・
郡

上
八
幡
Ｉ
Ｃ
か
ら
帰
路
に
つ
く
。

泊
り
の
旅
も
い
い
が
日
帰
り
の
行

楽
も
ま
た
楽
し
い
も
の
だ
。
後
日

楽
し
か
っ
た
一
日
の
思
い
出
と
共

に
、
一
杯
や
り
な
が
ら
土
産
に
買
っ

て
来
た
、
飛
騨
名
物
の
朴
葉
み
そ

を
つ
つ
き
、
と
う
も
ろ
こ
し
を
か

じ
る
の
も
ま
た
旅
の
後
引
く
楽
し

み
で
あ
る
。
全
行
程
五
四
三
ｍ

九
月
二
十
八
日
㈹
晴

三
四
三
号
編
集
会
議

委
員
九
名
出
席

午
後
五
時
終
了
⑧

固
園
固
一
園

加
に
つ
い
て

中
村
支
部
虹
日
定
例
会
ｎ
名

尾
張
板
金
連
合
会

５
日
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会

瀬
戸
支
部

５
日
ボ
ー
リ
ン
グ
参
加
哩
名

津
島
支
部

５
日
ボ
ー
リ
ン
グ
参
加
ｎ
名

定
例
会
（
懇
親
会
）

小
牧
支
部

５
日
家
族
わ
い
わ
い
の
日

ボ
ー
リ
ン
グ
後
年
一
回

の
家
族
を
含
ん
だ
食
事

会
鰯
名

江
南
支
部

晦
日
月
例
会
５
名

西
三
板
金
連
合
会

に
な
り
ク
ラ
ス
の
仲
間
達
と
も
、
そ

れ
以
来
仲
よ
く
な
れ
た
の
だ
っ
た
。

私
に
と
っ
て
の
伊
勢
湾
台
風
は
、

多
く
の
災
害
を
も
た
ら
し
た
天
災

で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
実
に
多
く

の
経
験
を
生
ん
で
く
れ
た
生
き
物

の
様
な
気
が
し
ま
す
。

あ
の
朝
、
台
風
が
去
っ
た
あ
と

の
あ
の
光
景
、
屋
根
は
な
く
、
柱

だ
け
が
数
本
た
っ
て
い
た
。
家
の

中
か
ら
空
が
見
え
る
の
で
す
。
母

が
作
っ
て
く
れ
た
粗
末
だ
け
ど
、

と
び
き
り
旨
か
っ
た
朝
食
。
空
を

見
上
げ
た
ら
ま
ぶ
し
い
く
ら
い
の

青
空
だ
っ
た
。
そ
れ
が
ま
さ
に
、

私
の
青
空
な
の
で
す
。
私
は
ス
タ
ー

ト
ラ
イ
ン
に
立
っ
て
い
た
。

岡
崎
中
西

即
日
第
３
回
三
役
会
皿
名

総
会
に
つ
い
て

西
尾
支
部

７
日
役
員
慰
労
会
肥
名

型
・
路
日
集
団
検
診
哩
名

豊
田
支
部

５
日
豊
田
加
茂
建
設
連
合
協

同
組
合
主
催
の
第
Ⅳ
回

組
合
親
善
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会
参
加
迦
名

ｕ
日
第
５
回
役
員
班
長
会

岨
日
青
年
部
家
族
親
睦
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー

調
名

知
多
支
部

７
日
理
事
組
長
合
同
会
議別
名

て
、
畳
平
か
ら
乗
鞍
高
原
・
鈴
蘭

に
下
る
。
途
中
車
道
わ
き
に
は
、
緑

の
葉
陰
に
早
く
も
真
っ
赤
に
色
ず

い
た
「
な
な
か
ま
ど
」
の
実
が
青
空

に
マ
ッ
チ
し
偉
容
を
誇
る
乗
鞍
山

系
と
共
に
見
飽
き
る
事
を
忘
れ
る
。

乗
鞍
高
原
・
鈴
蘭
か
ら
ス
ー
パ
ー

林
道
を
通
り
白
骨
温
泉
に
向
う
。

白
骨
温
泉
街
か
ら
少
し
離
れ
た
所

に
あ
る
「
泡
の
湯
旅
館
」
の
露
天

風
呂
に
入
る
。
内
湯
も
あ
る
が
ぬ

る
め
で
、
乳
白
色
の
湯
が
溢
れ
る

大
き
な
露
天
風
呂
が
絶
対
お
勧
め
。

そ
し
て
何
よ
り
男
女
混
浴
が
い
い
。

若
い
娘
が
ス
ッ
ポ
ン
ポ
ン
で
い
っ

ぱ
い
浴
っ
て
い
る
ョ
。

温
泉
街
に
は
川
の
そ
ば
に
「
公

共
野
天
風
呂
」
も
あ
っ
て
好
評
。

白
骨
で
も
う
一
つ
の
目
当
て
は

「
え
び
す
や
」
の
そ
ば
を
食
べ
る

こ
と
。
分
か
り
に
く
い
所
に
あ
る

店
だ
が
い
つ
も
お
客
で
い
っ
ぱ
い
。

と
に
か
く
う
ま
い
。
顔
見
知
り
の

お
や
じ
さ
ん
と
し
ば
し
雑
談
。
こ

れ
も
ま
た
旅
の
楽
し
み
で
あ
る
。

白
骨
か
ら
沢
渡
へ
下
り
、
一
五
八

号
線
を
安
房
峠
方
面
に
走
る
。

途
中
、
中
ノ
湯
か
ら
上
高
地
へ

入
る
の
だ
が
、
自
然
保
謹
か
ら
直

接
自
家
用
車
で
は
行
け
な
い
。

中
ノ
湯
か
ら
少
し
上
が
る
と
、

昨
年
開
通
し
た
安
房
ト
ン
ネ
ル
に

差
し
掛
か
る
。
長
野
県
か
ら
入
っ

て
快
適
に
走
り
ト
ン
ネ
ル
を
出
た

ら
岐
阜
県
の
平
湯
。
大
変
な
難
工

事
も
道
路
事
情
を
一
気
に
解
決
し

て
観
光
ブ
ー
ム
を
呼
び
、
地
域
の


